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５月９日から16日まで、一つ目公園（久原）
で「ホタルの夕べ」があり、ゲンジボタルが
夕暮れとともに幻想的な光を放ちながら公園
一帯を飛び交いました。期間中は約1,400人の
人が訪れました。(５月12日撮影)
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20年度下半期財政状況

平成20年度下半期(平成21年3月31日現在)の予算執行
状況、財産、市債(長期借入金)、一時借入金及び基金
(積立金等)の現在高の状況や、平成20年度に実施した主
な事業を紹介します。

…財政課　1４３－１１１９

k一般会計

一般会計における財政調整や建設改良、
運用のためなどの積立金の合計
市民一人あたり(21年３月末人口:57,900人)

19年度末現在高

78億8,899万円
136,252円

20年度増減

△13億4,661万円
－

20年度末現在高

65億4,238万円
112,994円

u学校応援事業　u夢の「とびら」をひらく事業
u未来への１ページ事業

u市民参加の森づくり　u浄化槽設置整備事業
u環境保全型農業確立対策事業　
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k特別会計（国民健康保険、老人保健、後期高齢者医療、農業集落排水、介護保険、山鹿市・植木町介護認
定審査、簡易水道、六郷・城北・稲田・稲田六郷各財産区）

k企業会計（水道・病院・下水道事業）

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりの都市
ま ち

やまが
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k心豊かにたくましく生きる人づくり

問合せ

予算の執行状況（単位：百万円）

k地域とともに支え合う暮らしづくり

k 基金（積立金）の状況

20年度下半期財政状況

会　計　名
一　般　会　計
農業集落排水事業
介護保険事業
簡易水道事業　
水道事業
病院事業
下水道事業

19年度末借入残高
314億6,101万円
89億3,062万円

277万円
10億6,087万円
14億256万円
11億8,452万円
67億6,432万円
508億667万円
87万7,490円

20年度3月末借入高
０円
０円
０円
０円

8,500万円
４億2,240万円
６億3,240万円
11億3,980万円
－

20年度3月末元金償還額
31億3,470万円
４億7,634万円

277万円
5,978万円

２億708万円
２億9,889万円
７億8,920万円
49億6,876万円
－

20年度3月末借入残高
283億2,631万円
84億5,428万円

０円
10億109万円
12億8,048万円
13億803万円
66億752万円

469億7,771万円
81万1,359円

k市債（長期借入金）の借入・償還状況　

企業
会計

合　計
市民一人あたり(21年3月末57,900人)

k 一時借入金（短期借入金）の借入状況

一時借入額
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特別
会計

u地域生活交通事業 u合併支援道路整備事業　
uカルチャースポーツセンター整備事業

u受入態勢充実事業　u観光資源開拓事業
u農業担い手支援事業

k安全で快適な暮らしを支える基盤づくり
u母子保健事業　u地域生活支援事業　
uグリーンツーリズム促進事業

k人と自然が共生する環境づくり　

▲
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光
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▲

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
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利
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向
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に
努
め
て
い
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す

k活力ある産業づくり

会 計 名

病院事業会計

20億円

下水道事業会計 ２億5,000万円

会　計 名
一　般　会　計
国民健康保険事業
農業集落排水事業
介護保険事業
簡易水道事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

土　地
1,219万605G

３万9,860G

6,867G
35万3,905G
109万1,720G
67万3,146G
166万3,419G
1,601万9,522G

建　物
34万6,708G

1,438G

744G
260G

34万9,150G

有価証券
１億3,093万円

１億3,093万円

出資金
７億8,556万円

41万円
126万円
53万円

７億8,776万円

k財産の状況

合　計

特
別
会
計

基　金
65億4,238万円
９億6,933万円

4,389万円
１億6,347万円

1,928万円
9,787万円
272万円
3,355万円

78億7,249万円

債　権
３億2,102万円

765万円

３億2,867万円

一般会計

４億9,000万円

特別会計 12億6,000万円
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《例》年金分の年税額　60,000円の場合 ※平成21年度～22年度まで同じ税額と仮定します

普通徴収(納付書等による納付)徴収方法

山鹿市に残る優れた景観を維持し、私たちの子や孫に引き継
ぐとともに市民が誇れるまちにしていくために山鹿市景観計画
を策定し、山鹿市景観条例を制定しました。これまでも自主条
例による景観形成に努めてきましたが、４月１日から、景観法
に基づく景観条例により山鹿市全域を対象に景観まちづくりを
進めていきます。
本市では景観まちづくりを進める一つの手段として、届出制

度による景観誘導を図っていきます。そこで、届出制度の趣旨、
概要について３月号から４回にわけて掲載しています。
３月号は市全域を範囲とする大規模建築物等届出地区、４月

号は市全域の主要道路を範囲とする特定施設届出地区、５月号
は景観形成誘導地区についてでした。最終回の今回は、景観形
成重点地区の概要についてお知らせします。

山鹿市景観条例をを制制定定ししままししたた。。--第第４４回回--

景観形成重点地区の範囲（詳しくはお問い合せください）

届出対象行為
届出対象範囲内で下記のような行為を行う場合は、届出が必要になります。

種　類 規　模 行　為

建築物 新築（設）、増築、改築、移転、外観を
変更することとなる修繕、模様替または
色彩の変更、撤去

延べ面積が10g超

設置

工作物 山鹿市景観規則で定める規模以上

自動販売機 すべて

広報やまが　2009.6.1 4

景観形成重点地区とは？
景観形成誘導地区のうち、「景観形成に係る市民の自主

的な活動の成果が複数の場所で確認できる地域」「景観形
成の活動が周辺に広がることを期待できると認める地域」
「市を代表する景観として市の内外に周知する価値がある
と認める地域」の全てを満たしたものを、景観形成を重
点的に図る必要がある区域として景観形成を進めていき
ます。

目　的
沿道空間において、江戸末期から昭和初期の建築様式

の参照と山鹿の素材・技術の活用を積極的に誘導してい
くことにより山鹿を代表する景観となるよう重点的に取
り組んでいきます。

届出範囲
豊前街道の道路境界から両側20ｍ（菊池川より国道３

号との交差点部まで）と市道八千代座線の道路境界から
両側20ｍ（豊前街道から八千代座まで）

…都都市市計計画画課課 1４３-１５９１
6４４-３２００

90日を超えて継続して掲出、表示するもの
設置、外観の変更広告物

はり紙、はり札、
立看板、のぼり等

その他 表示面積が１g超

公的年金からの特別徴収公的年金からの特別徴収((天引き天引き))制度制度
が始まります

公的年金からの特別徴収制度の導入
○公的年金を受給されている方で、今まで納付書
や口座振替でお支払いただいていた公的年金に
かかる個人住民税が、公的年金から天引きされ
るようになります。
このしくみを個人住民税の特別徴収制度といい
ます。
※特別徴収制度は、お支払い方法を変更するもの
で、新たな税額負担は生じません。

対象となる年金
・老齢基礎年金
・老齢厚生年金
・退職共済年金など
実施時期
平成21年10月に支払われる公的年金から実施

対象者
○前年中に公的年金等の支払いを受けた人で、特
別徴収する年度の初日（４月１日）に老齢基礎
年金等の支払いを受けている65歳以上の人
※ただし次の人は特別徴収の対象となりません。
・老齢基礎年金等の給付額が18万円未満の人
・個人住民税の特別徴収税額が老齢基礎年金等の
年間給付額を超える人
・介護保険料が公的年金から特別徴収されていな
い人

対象となる住民税
○対象となる個人住民税は、公的年金の年金所得
に係る個人住民税のみです。
※年金所得の他に給与所得や事業所得等がある人
は、これらの所得に係る個人住民税は、いままで
どおり給与からの特別徴収や普通徴収による納付
になります。
○平成21年度の公的年金所得に係る税額の半分は、
平成21年６月および８月に普通徴収により納付
になります。これは、給与からの特別徴収で納
められる人も同じです。

平成21年度

課税月【期】
特別徴収(天引きによる納付)

徴収税額 年税額の1／4
15,000円

６月 ８月

15,000円

10月 12月 ２月

10,000円
年税額の1／6

平成22年度

年金支給月

特別徴収(天引きによる納付)

徴収税額
前年度２月分と同じ額

10,000円

４月
年税額から仮徴収分を差引いた額の1/3

徴収方法 特別徴収【仮徴収】 特別徴収【本徴収】

詳しくは、税務課　市民税係　1４３-１１２０までお尋ね下さい。

10,000円 10,000円

６月 ８月 10月 12月 ２月

10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

問合せ

個人住民税の

年齢が65歳未満で、個人住民税を給与から特別
徴収(天引き)で納められている人は、公的年金の所
得が有る場合、公的年金の所得に係る税額は普通
徴収(納付書または口座振替)になります。
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市市市市 議議議議 会会会会 ４４４４ 月月月月 臨臨臨臨 時時時時 会会会会
平成21年（第３回）市議会４月臨時会は、４月15日に開かれました。今議会では、議案５件（専決３件、予

算１件、その他１件）を審議。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第42号　専決処分の承認を求めることについて

（山鹿市税条例等の一部を改正する条例）
…承認

■議案第43号　専決処分の承認を求めることについて
（山鹿市都市計画税条例の一部を改正す
る条例） …承認

■議案第44号　専決処分の承認を求めることについて
（山鹿市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例） …承認

■議案第45号　平成21年度山鹿市一般会計暫定補正予算
（第１号） …可決

■議案第46号　工事請負契約の締結について　　…可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
または本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

〜
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〜
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こ
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そ
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か
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も
電
気
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線
を
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ル
で
固
定
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り
家
具
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下
敷
き
に
す
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と
、
配
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に
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が
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年
末
の
大
掃
除
か
ら
約
５
か
月
が
す
ぎ
、
目
に
見
え
る
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分
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掃
除
は
行

き
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、
家
庭
内
の
掃
除
が
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▲トラッキング現象によっ
て火を噴くコンセント

ま
た
長
い
電
気
コ
ー
ド
を
邪
魔
に
な
る
か

ら
と
束
ね
た
り
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
下
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し
て
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せ
ん
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こ
れ
も
放
熱
さ
れ
ず
ど
ん
ど
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熱
く
な

り
、
し
ま
い
に
は
コ
ー
ド
の
被
覆
が
溶
け

て
、
燃
え
出
し
て
し
ま
い
ま
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。

暮
ら
す
ほ
ど
に
増
え
る
便
利
な
電
気
器

具
、
そ
れ
に
伴
い
電
気
火
災
も
増
え
て
い

ま
す
。

▲家具や電気器具のすきまに潜むタコ
さんをあなたも飼っていませんか？

●
プ
ラ
グ
を
ま
め
に
掃
除
す
る

●
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

●
電
気
コ
ー
ド
は
踏
み
つ
け
な
い

●
コ
ー
ド
は
ス
テ
ッ
プ
ル
な
ど
で
固

定
し
な
い

●
余
っ
た
コ
ー
ド
は
束
ね
な
い

●
素
人
に
よ
る
配
線
工
事
を
し
な
い

●
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
対
応
の
コ
ン
セ
ン
ト

を
利
用
す
る(

電
気
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い)

●
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
防
止
の
ゴ
ム
製

キ
ャ
ッ
プ
を
プ
ラ
グ
に
取
り
付
け
る

(

防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す)

対
策
と
し
て

▲たこ足配線の実験。定格容量を超え
て電気が流れたために発熱・発煙を
始めたテーブルタップ

…山鹿消防署　　�４３－１１９１問合せ
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今年も山の季節がやってきました
…岳間渓谷キャンプ場開き（鹿北）４月17日

国見山山開き（鹿北）５月10日

８月の山鹿灯籠まつりで奉納される灯籠の制作開始祭が、
灯籠師６人と関係者約20人が出席してありました。
拝殿で灯籠制作の無事と成功を祈って清めの儀式が行われ

たあと、灯籠師組合の中島光代組合長が材料の和紙に刃を入
れる「刃物入れの儀」があり、灯籠づくりに精進することを
誓いました。
中島さんは「制作には１基あたり約300時間かかり、現在

灯籠師は７人ですが、今年は６人で25基を制作する予定です。
組合長としての責任は重いですが、昨年と同様に立派な灯

籠を作りたいと思います」と話しました。▲「刃物入れの儀」で和紙に切れ目を入れる中島光代組合長

奉納灯籠づくりが始まりました
…灯籠制作開始祭　４月23日　大宮神社　

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲山頂のシャクナゲが見事でした

岳間渓谷キャンプ場で観光組合など関係者40人が出席してシ
ーズン中の安全を祈願しました。キャンプ場の周囲には大小の
滝があり、渓谷美を楽しむことができます。渓流を利用したプ
ールや水汲み場もあり、多くのお客さまでにぎわいます。

国見山（1,018m）の山開きには
約120人の登山者が参加しました。
新緑のさわやかな風が吹いて木々
からさす木漏れ日の中、マイナス
イオンをいっぱい浴びながら、登
山道を気持ちよさそうに歩いてい
ました。
頂上近くでは、自生するピンク

色のシャクナゲや椿がお出迎え。

▲新緑の登山道を歩く参加者

新緑の中を森林浴を楽しみながら！
…八方ケ岳山開き（菊鹿）４月29日

新緑の季節となり、矢谷渓谷キャンプ場では、八方ケ岳
（1,052m）の山開きが行われ、市内外から登山愛好家など約250
人が参加。安全祈願の神事を済ませた後、緑豊かな木々の中を

すがすがしい空気をいっぱいに
吸いながら、思い思いのペース
で頂上まで登りました。山頂で
は、景色の良いポイントを選ん
でシートを広げ、弁当を食べな
がら雄大なパノラマを楽しんで
いました。

▲山頂で記念撮影！天気も良く、心地よい風が吹いていました

登山者は、美しい花を見ながら疲れを癒していました。
頂上へは崖を登りますが、参加者は慣れた足取りでロー
プを使ってよじ登っていました。

▲360度の絶景を眺めながら弁当を
食べました
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清掃ボランティア
…４月24日　国道３号小栗峠周辺　
５月９日　鍋田水遊び公園一帯　

道の駅小栗郷（鹿北町岩野）の職員や鹿北総合支所職員な
ど約17人が、国道３号小栗峠付近などで清掃作業を行いまし
た。
大型連休を前に、熊本の北の玄関口とし

て環境を整え多くの来客を気持ちよく迎え
たいと、約１時間かけてたばこの吸い殻や
やペットボトルなどを拾いました。
また、オムロンリレーアンドデバイス

（杉）の社員有志約70人が、操業記念日に
行っている地域貢献活動の一つとして、鍋
田水遊び公園や市民スポーツセンター周辺
で清掃作業を行いました。

▲約２時間かけて河川敷などのごみを拾い
ました(オムロンリレーアンドデバイス)

t車が行き交う中、のり面のごみを拾い集
めました(道の駅小栗郷職員　他)

女子中学生初の快挙！！
…第45回全九州ボウリング選手権大会　

５月９日・10日　博多スターレーン

２日間にわたり、九州で最も権威のある全九州ボウリン
グ選手権大会が博多で開催されました。
今回の大会には13～78歳までの280人が参加し、12ゲーム

の総合で山鹿中学校１年の今井双葉さん（下町）が準優勝
に輝きました。今井さんの準優勝は女子中学生として初の
快挙で、来年度のＮＨＫ杯争奪全日本選抜選手権大会の出
場資格も付与されました。
２年後に開催される山口国体の出場を目指して、更なる

ご活躍を期待します。
▲アマチュアボウリングのトップを目指して頑張ってください

ゴールデンウィークの期間中、各地でさまざまなイベントがあ
り、天候にも恵まれて多くの人でにぎわいましたました。

…５月２日～５月６日　みんなおいでよ！鞠智城
５月３日　かおう物産館まつり
５月５日　水天宮大祭(鹿北町西栗瀬)
５月５日　あんずの丘こどもフェスティバル　

▲むらさき山芋冷麺の振る舞いがありました

▲かわいい力士に盛んに拍手が送られました

s
鼓
楼
か
ら
の
眺
め
は
最
高
で
す

s
期
間
中
多
い
日
に
は
１
、
０
０
０
人

以
上
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

▲竹を使ってバウムクーヘンを焼きました

▲ます・やまめのつかみ取りに大興奮！ ▲熱気球で空の散歩

▲人力車って楽しいね

▲力持ちのミニＳＬ

かおう物産館まつり

あんずの丘子どもフェスティバル

みんなおいでよ！鞠智城

水天宮大祭

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲金子国土交通副大臣に国営化をアピールする期成会のメンバー

国土交通省の金子恭之副大臣（県選出国会議員）が、視察
のため鞠智城を訪れ、山鹿市国営鞠智城歴史公園設置促進期
成会(会長　中嶋憲正市長)のメンバーは、のぼり旗や垂れ幕
をもって歓迎し、力強く国営化をアピールしました。
同期成会や熊本県議会議員などから鞠智城を国営公園化す

るよう要望を受けた金子副大臣は、「国会や大臣にもこの地
元の盛り上がりを伝えることを約束します。地元の皆さまの
要望が国へ届くよう努力します」と述べました。
また、３月に国から認定を受けた山鹿市の歴史的風致維持

向上計画の核となる国指定重要文化財の八千代座や複合施設
のプラザファイブも視察され、担当者から計画について説明
を受けました。

市期成会が鞠智城の国営公園化をアピール！
…国土交通副大臣現地視察　４月30日　鞠智城　

国の文化審議会（会長　西原鈴子）から「隈部氏館跡」
（菊鹿町上永野）を国史跡として指定するよう塩谷立文部
科学大臣に答申がなされ、同日、菊鹿公民館で中嶋憲正市
長が記者発表を行いました。
隈部氏館跡は、今から約420年前に、肥後の領主佐々成

政に反旗を翻し、ときの豊臣政権を震撼
しんかん

させた「肥後国衆
一揆」の中心的人物として有名な隈部親永の居館跡です。
館跡は、八方ケ岳山系の標高340～370�の扇形をした山腹
に残っていて、昭和49年３月に県史跡に指定され、同年か
ら51年度にかけて菊鹿町教委が発掘調査を行い、地元上永
野の方々と共に保存活動に取り組んできました。
館跡には、枡型の虎口や空堀跡、礎石建物跡、庭園跡な

どが良好な状態で残っていて、南北に２棟ある礎石建物跡
は、南側が公式会見場の「主殿」、北側が社交や遊興場の
「会所」と推定され、会所の東側には立石を配し泉水を有
する庭園遺構があり、県内533箇所の中世城館跡の中でも
トップクラスの遺跡といわれ、中心区域は歴史公園になっ
ています。

隈部氏館跡が国指定文化財に
…文化審議会から文部科学大臣へ答申　5月15日

▲国指定史跡に選ばれた隈部氏館跡

答申では「中世の肥後を代表する戦国時代の国人領主の居
館の様相を知る上で貴重」と評価されました。山鹿市の国指
定の史跡としては、鞠智城跡などに次いで７件目になります。
中嶋市長は「日本が中世から近世に移り変わる激動の時代

の遺跡として大いに注目されるところです。今後も調査と保
存に努めたい」と話しました。
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おめでとうございます！　叙勲・褒章紹介おめでとうございます！　叙勲・褒章紹介

春の叙勲・褒章および危険業務
従事者叙勲を受章されたみなさん
をご紹介します。
長年にわたり地方自治や消防活

動などに従事し顕著な功績を挙げ
た人、著しく危険性の高い業務に
励み、社会に貢献した人に授与さ
れる叙勲を以下の方々が受章され
ました。
おめでとうございます。

瑞
宝
小
授
章
（
地
方
自
治
功
労
）

長瀬　恭佑 さん
杉（山鹿）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

井手新二郎 さん
山鹿（山鹿）

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

福山　俊彦 さん
方保田（山鹿）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

隈部　交旭さん
中川（鹿本）

瑞
宝
双
光
章
（
調
停
委
員
功
労
）

大道　博信 さん
上吉田（山鹿）

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

阿蘇品邦雄さん
中（山鹿）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

瀬口　智學さん
鍋田（山鹿）

多年にわたり、旧山鹿市議会
議員として在籍し、副議長、経
済観光常任委員会委員長などを
歴任し、強い政治信念を持って
市の発展に尽力されました。

陸上自衛隊として長年業務に
精励し、三等陸尉として退職さ
れるまで陸上自衛隊の充実・発
展に努め、国の防衛業務や防災
業務に尽力されました。

多年にわたり、旧山鹿市消防
団員として在籍し、幹部を歴任
しながら職務に精励し、火災予
防活動による住民への防災意識
の普及に尽力したほか、後継者
の育成に努められました。

多年にわたり、旧山鹿市消防
団員として在籍し、幹部を歴任
しながら職務に精励し、災害現
場に率先して出動するなど被害
の軽減に努め、地域住民の生命
財産の保全に尽力されました。

永きにわたり教職に従事し、
厳しさの中にも温情をもって常
に児童・生徒の指導にあたり、
子どもの健全育成に努め、教育
行政の発展に尽力されました。

22年間の長期にわたり、調停
委員として職務に精励し、優れ
た見識と公正な判断による職務
の功績が認められました。

元熊本県国体推進局長として
「競技施設整備や開催地割り振
り、来賓の対応」など大会準備
の陣頭に立って「くまもと未来
国体」の開催に尽力されました。

山山山山鹿鹿鹿鹿市市市市立立立立病病病病院院院院　　　　
新新新新任任任任医医医医師師師師のののの紹紹紹紹介介介介

眼科医師

緒方　博子
地域医療に貢献できるよう

頑張ります。

よろしくお願いいたします。

灯
籠
師
組
合
組
合
長

中
島
光
代
さ
ん

山
鹿
灯
籠
を
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
た
い

大
正
ロ
マ
ン
漂
う
洒
落
し
ゃ
れ

た
洋
館
の
「
山
鹿
灯

籠
民
芸
館
」
で
は
、
山
鹿
灯
籠
の
展
示
と
山
鹿

温
泉
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
女
性
初
の
灯
籠
師
組
合
長
に
就
任
し

た
中
島
光
代
さ
ん
は
、
灯
籠
民
芸
館
で
灯
籠
制

作
実
演
を
し
な
が
ら
観
光
客
に
灯
籠
制
作
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。

約
20
年
前
に
、
灯
籠
を
自
分
の
手
で
作
っ
て

み
た
い
と
仕
事
を
辞
め
て
、
山
鹿
灯
籠
師
後
継
者

育
成
事
業
に
参
加
し
た
の
が
40
歳
の
と
き
で
し

た
。灯

籠
教
室
に
何
度
か
通
っ
て
金
灯
籠
を
作
っ
て

い
る
う
ち
に
、
灯
籠
師
の
故
中
島
二
人
先
生
に
、

「
育
成
事
業
が
あ
る
の
で
や
っ
て
み
な
い
か
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

子
育
て
が
一
段
落
つ
い
て
、
自
由
な
時
間
が
取

れ
る
よ
う
に
な
り
、
好
き
な
灯
籠
作
り
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
と
い
う
気
持
ち
と
、
灯
籠

師
後
継
者
育
成
事
業
の
参
加
資
格
が
40
歳
ま
で
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
今
し
か
な
い
」
と
仕
事
を

辞
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
灯
籠
を
自
分

の
手
で
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
だ
け
で
、
灯
籠
師

に
な
る
こ
と
ま
で
は
深
く
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
幸
せ
な
こ
と

夏
の
風
物
詩
「
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
」
で
、
大
宮

神
社
に
奉
納
さ
れ
る
灯
籠
は
、
町
内
ご
と
に
灯
籠

師
に
制
作
を
依

頼
し
、
完
成
し

た
奉
納
灯
籠
は

街
角
に
展
示
さ

れ
、
地
元
の

人
々
や
観
客
に

披
露
さ
れ
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
を

語
る
と
き
、
灯

籠
師
抜
き
に
は

語
れ
ま
せ
ん
。
灯
籠
師
に
な
る
た
め
に
は
、
高
等
な

技
術
の
習
得
と
熟
練
を
要
し
、
一
人
前
に
な
る
に
は

十
数
年
の
年
月
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
難
し
い
の
で
何
度
も
挫
折
し
そ
う
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
や
め
た
い
。
体
調
が
優
れ
な

く
て
、
ほ
か
に
迷
惑
が
か
か
り
そ
う
な
こ
と
も
。
そ

ん
な
時
に
、
前
組
合
長
の
中
島
清
先
生
か
ら
叱
咤
激

励
を
さ
れ
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中

島
先
生
が
お
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
辞
め
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
そ
ん
な
中
島

さ
ん
も
今
で
は
、「
難
し
い
か
ら
面
白
い
。
好
き
な
こ

と
が
出
来
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
」
と
う
れ
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
に
山
鹿
灯
籠
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
た
い

「
灯
籠
が
完
成
し
た
と
き
の
達
成
感
と
充
実
感
は

何
事
に
も
か
え
が
た
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
同
時
に
、
灯
籠
を
納
め
る
と
き
は
お
嫁
に

出
す
よ
う
な
感
じ
で
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
よ
う
な
複
雑

な
気
持
ち
で
す
。
今
は
、
組
合
長
と
い
う
大
役
で
緊

張
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
連
続
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

少
し
で
も
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
灯
籠
作
り

に
励
み
、
山
鹿
灯
籠
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
広
め

て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」

灯
籠
師
は
、
４
月
に
大
宮
神
社
の
制
作
開
始
祭
で

お
は
ら
い
を
受
け
て
か
ら
、
８
月
の
灯
籠
祭
り
の
直

前
ま
で
奉
納
灯
籠
作
り
に
没
頭
し
ま
す
。

今
年
は
ど
ん
な
灯
籠
で
観
客
を
魅
了
し
て
く
れ
る

の
か
で
し
ょ
う
。
山
鹿
の
街
角
を
彩
る
奉
納
灯
籠
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

５月10日にオムロン鹿陽センターグラウンドで優勝報
告とファン感謝の集いがありました。
地元ファンへの感謝と交流を深めるために毎年開催して
いるもので、会場には県内の小、中、高校ハンドボール
部員や家族連れが集まり、選手と交流を深めました。
山鹿小学校ハンドボール部の今井慎也くん(山鹿)、山鹿
中学校ハンドボール部の吉丸優希さん(石)、多田隈沙耶さ
ん(中)、福井理子さん(久原)から日ごろの練習指導に対し
て感謝の言葉と記念品が贈られました。

◆頑張れ!オムロンハンドボール部
・二冠達成（昨年の成績）
第33回日本ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ優勝(４連覇)
第60回全日本総合選手権優勝(４連覇)
・今後の試合予定　　　　　　　　　　　　　
全日本実業団大会(７月)

◆活躍を期待しています
ハンドボール女子日本代表で、前代表主将の佐久川ひとみ選手は、韓国
リーグの大邱(テグ)市庁に移籍しました。日本女子の韓国移籍は初めて。
日本リーグでは八年連続してベストセブンに選ばれるなど日本のトップ
選手です！

海外でもプレーしてみたいと夢をもっ
ていましたがオムロンチーム側にご協力
いただき、夢を現実する事が出来ました。
言葉の通じない国に行く事への不安も

もちろんですが、挑戦に燃える気持ちで
いっぱいです。
これまで応援してくださった皆さん、

本当にありがとうございました。

▲山鹿灯籠師組合
組合長　中島光代さん

▲灯籠制作中は表情も真剣

▲前オムロン主将
佐久川選手

韓国は今季からリーグを立ち上げ、佐久川
選手は韓国リーグでプレーする女子初の外国人
選手となりました。

▲記念品を受け取る選手たち
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地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
、
ア
ン
テ
ナ
交
換
な
ど
を

口
実
に
次
の
よ
う
な
手
口
の
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
内
容
】

○
総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
が
書
か
れ
た
手
紙
が
届

き
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
か
え
助
成
金
」
が
支

給
さ
れ
る
の
で
、
手
数
料
の
支
払
い
を
す
る
よ
う
書

か
れ
て
い
る
。

○
「
テ
レ
ビ
局
職
員
」「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対

策
員
」
を
名
乗
る
男
が
自
宅
に
や
っ
て
き
て
、
受
信

工
事
や
テ
レ
ビ
の
調
整
の
代
金
支
払
い
を
求
め
る
。

○
家
電
販
売
店
の
店
員
を
装
い
、
受
信
状
態
の
調
査
や

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
等
を
行
い
、
工
事
代
金
を
だ
ま
し

取
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
機
器
の
購
入
や
工
事
に
政
府
援

助
を
行
っ
て
い
る
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
新
た
な
手
数
料
や
受

信
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
通
常
は
依
頼
も
な
い
の
に
訪
問
し
、
設
定
工
事
等
を

持
ち
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
は
支

払
わ
ず
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
九
州
総
合

通
信
局
ま
た
は
お
近
く
の
警
察
署
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

1
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

1
０
３
‐
４
３
３
４
‐
１
１
１
１

九
州
総
合
通
信
局
放
送
課

1
０
９
６
‐
３
２
６
‐
７
８
８
２

連載第44回

妙
見

み
ょ
う
け
ん

さ
ん
の
ミ
ニ
石
橋

(

鹿
北
町)

旧
鹿
北
町
広
報
誌
の
ふ
る
さ
と
探
検
で
、

古
賀
寛
了
氏
が
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
妙
見

さ
ん
の
境
内
に
架
け
ら
れ
た
ミ
ニ
石
橋
を
再

度
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミ
ニ
石
橋
に
つ
い
て
書
く
の
で
、
現
地
広

見
地
区
の
浦
方
に
出
向
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
会
う
石
橋
は
、
周
り
を
き
れ
い
に
下
刈

り
さ
れ
て
お
り
、
身
ぎ
れ
い
に
、
そ
し
て
ス

マ
ー
ト
に
あ
り
、
い
と
お
し
く
さ
え
思
え
ま

し
た
。

横
の
畑
で
農
作
業
中
の
方
が
「
昨
日
集
落

で
の
作
業
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
す
た
い
」
と

心
を
込
め
て
、
大
事
に
守
っ
て
お
ら
れ
る
様

子
が
う
か
が
え
て
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

こ
の
石
橋
は
、
石
板
四
枚
を
巧
み
に
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
す
が
、
石
橋
に
ご
熱
心
な

熊
本
市
の
浦
田
氏
は
、
こ
の
く
ら
い
な
ら
一

枚
岩
で
も
良
か
っ
た
は
ず
と
不
審
に
思
わ
れ

研
究
さ
れ
、
こ
の
ミ
ニ
石
橋
の
新
見
解
を
さ

れ
ま
し
た
。

古
井
戸
の
井
筒
に
使
用
さ
れ
て
い
た
石
材

を
転
用
さ
れ
た
と
い
う
説
で
す
。
井
筒
で
し

た
ら
庭
先
で
も
簡
単
に
架
け
ら
れ
る
と
い
う

の
で
す
。

浦
田
氏
に
よ
れ
ば
「
浦
方
妙
見
社
は
、
明

治
十
二
年
に
社
屋
建
設
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
ろ
不
用
に
な
っ
た
井

筒
の
石
材
を
運
び
、
参
詣
橋
と
し
て
代
用
し

た
の
で
は
」
と
の
こ
と
。

い
と
お
し
い
ほ
ど
小
さ
な
丸
い
石
橋
は
、

当
時
の
人
々
の
遊
び
心
も
う
か
が
え
る
よ
う

で
す
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

中
満
　
晨
子
さ
ん

（
鹿
北
町
多
久
）

▲妙見さん全景　右手前がミニ石橋

ミニ石橋（幅50㎝・長さ70㎝程度）
▲横から

▼上から　

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

とある中学生の１クラスの終業式の日。その日を最
後に、ある事情から退職する女教師の驚くべき告白か
ら始まる。

17人のわたし
リチャード・ベア／著　エクスナレッジ

凄惨
せいさん

な体験が生み出した17人格の統合を、10余年に
わたって続け、１人の完全な人間として再出発するま
での様子を記した衝撃のノンフィクション。

いま人類がこつぜんと姿を消したら･･･
最新の科学的知見にもとづき、あらゆる側面から人

間の営みをみつめなおして語る壮大な未来予測。

人類が消えた世界
アラン・ワイズマン／著　早川書房

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
日時u６月24日D 午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
日時u６月６日G・13日G・20日G

27日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u６月２日C・９日C・16日C

23日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u６月２日C・16日C

午前10時30分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
u６月29日B
山鹿市鹿本図書館
u６月１日B・８日B・15日B

22日B・29日B・30日C
鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

告白
湊かなえ／著　双葉社

《今月は鹿央公民館図書室から》

我
が
家
の
安
全
は

我
が
家
で
守
る

（
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
）

消
防
法
お
よ
び
山
鹿
植
木
火
災
予
防
条
例
で
山
鹿

市
・
植
木
町
在
住
の
み
な
さ
ん
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
り
死
に
至
っ
た
原
因
の
７
割
が
「
逃

げ
遅
れ
」
で
す
。

設
置
義
務

・
新
し
く
建
て
る
住
宅

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

・
現
在
建
っ
て
い
る
住
宅

平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

・
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
に
設
置

・
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
が
あ
る
階
の
階
段
の
踊
り

場
に
設
置

住宅用火災警報器は
住宅火災から

あなたを守ります
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子育ては親子のキャッチボール
山鹿西保育園　1４４‐５５８２

子どもに愛情をかけたり子どもから元気をもらったり…

おじいちゃんおばあちゃんの存在
栗の実保育園　1４８‐２１３４

親になって分かったことは、一人では子育てはでき
ないということです。夫の協力やおじいちゃんおばあ
ちゃんの支えがあるからこそ、子どももすくすくと育
っていってくれることを今とても実感しています。
最初はなれない育児で、なかなか泣きやまない子ど

もにイライラしたり、作った離乳食を食べてくれなか
ったり、片付けしてもすぐ散らかしたりと、一対一だ
とストレスになっていたかもしれません。そのとき、
おばあちゃんが手伝ってくれたからイライラもおさま
ったし、助言があったから前向きに考え方を変えるこ
ともできたのだと思います。
私は今、仕事をしていますが、
これも子どもが休みの日におじい
ちゃんおばあちゃんが子守をして
くれているからできることです。
まだまだこれから反抗期など難しい時期を迎えます。

一人でかかえ込まず、おばあちゃんたちに相談しなが
ら一緒に育児を楽しみたいと思います。【２歳児保護者】

～ 新緑の風の中で ～ 新　緑風
“ほっぷ・すてっぷ・トムソーヤ！”

第１回｢おとうさんあそBOY・2009｣を、４月26日(日)山
鹿市小坂の｢おさか童夢｣で開催しました。藤やつつじの
花々と木々の緑に囲まれ、初夏の香りの中で大勢の家族
が楽しみました。
山口信博さん(小坂)や、友田雄三
さん(方保田)から、鳥の生態について
話を聞いた後、お父さんやお母さんに
手を添えてもらい、子どもたちも金づ
ちを使って巣箱つくりに挑戦！

また、小坂のおばあちゃんたち
と団子汁も作りました。子ども
たちの小さな手で丸めた団子の
味は格別！おかわり続出でした。

６月14日(日)に第３回を予定しています。みんなでトム
ソーヤになって、おさかの森で遊びましょう！

““““給給給給食食食食ににににつつつついいいいてててて教教教教ええええててててくくくくだだだだささささいいいい !!!! ””””

〇子育て中の花子さんからの質問
｢先日、子育て支援センターに行った時、保育園

の給食風景を見ました。給食や離乳食について教え
てください｣
〇保育園調理員からの答え
保育園の給食は、｢生涯をどう健康に過せるのか｣

という大きな視点で考えています。栄養のバランス
はもとより、離乳食から幼児食まで一人ひとりの成
長・発達に合った調理方法でかむ力が育つよう配慮
しています。
旬の野菜や果実、天然のだし(かつお・こんぶ・

いりこ)を使い、おやつも手づくりをしています。
そして、保育士・調理員が一緒に｢楽しく食べる環
境作り｣をしながら、安全で安心
な給食を提供しています。
次回は、｢離乳食について｣お

答えします。

小学校・中学校・高校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校三三三三玉玉玉玉発発発発！！！！
地球を長生きさせる環境教育を目指して

三玉小学校

「本年度107人の鶴城中、行事等
を通じて日々成長しています」

鶴城中学校

最近では、「環境」や「エコ」という言葉を耳にする機会
が増えてきました。自然保護や環境保全への気運が高まっ
てきているということでしょう。三玉小校区にも、不動岩
や一ツ目神社周辺のホタルの里など、県内に誇れる自然環
境や歴史的遺産が数多く残っています。この美しい郷土の
環境を守り、残していくために、三玉小学校では、昨年度
から熊本県教育委員会より「環境教育研究推進校」の指定
を受け、環境にかかわる学習や自然体験活動を大切にした

取り組みを行っています。また、ふるさとの自然を大切
にしようとする心の教育にも力を入れています。全校的
な取り組みとしては、子どもたちの意見を生かした三玉
小学校版環境ＩＳＯを決め、節電・節水などの省エネル
ギーにも努めています。その他にも、委員会活動を中心
としたクリーン作戦や学年での取組を紹介するエコ集会
も行っています。学校と家庭・地域が連携した環境教育
を通して、心豊かでたくましく、自ら学ぶ子どもたちを
育んでいきたいと思います。▲全校児童で取り組む校内クリーン作戦

▲親子鍛錬遠足で取り組んだ地域のごみ拾い

▲うまく打てるかな？

▲お団子つくり楽しい！

本年度、新入生41人を迎えさらに活気づいた鶴城中学校で
は、多くの行事が開催される中、４月、新入生歓迎遠足があ
りました。出発前のソーラン節や部活動紹介、先生方クイズ
などの歓迎会、その後日輪寺まで歩き、現地では全校生徒と
職員を交えてのゲームをして楽しみました。このように歓迎

遠足の目的を達成できたの
は、生徒全員の協力のもと、
生徒会執行部の事前の取組、
歓迎会へ向けての繰り返し
の練習や工夫改善の努力が
あったからこそです。生徒
会執行部の頑張りに生徒全
員からの拍手がわき上がり、
少々恥ずかしげな生徒会執
行部の表情も満足感と自信
に満ちた表情に変わってい
きました。このように、生
徒全員が行事を通して鶴城
中生徒としての自信と誇り
を身につけて日々成長して
います。今後が楽しみです。

５月24日Aは、鶴城中学校体育大会を開催しました。
本年も、各団が学年の枠を超えて団結し、一つになっ

て競い合い、感動と涙のある心に残るすばらしい体育大
会となりました。特に、団長や副団長は団員をリードし、
よりよい体育大会とするためにリーダー性をあらゆる機
会で発揮しました。そして、解団式では、あふれんばか
りの涙をこらえての団長あいさつに、全員がお互いに感
謝し、やり抜いた喜びや満足感を味わい大きく成長する
ことができました。命あるものがもっとも成長するこの
５月に、若き精鋭たちの大きくもたくましく成長してく
れたことをうれしく思っています。
校訓である「考えぬき」「信じぬき」「努めぬく」姿が

感動とともに体育大会という経験を通して生徒たちの心
に受け継がれた姿に「輝け、鶴城中学校！」「万歳、チー
ム鶴城！」とエールを送りました。▲体育大会のようす(男子組体操)

▲体育大会のようす(女子ソーラン節)

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

第一児童館(石) 143‐1128 中央児童館(山鹿) 144‐0057 児童センター(藤井) 146‐4441 鹿本児童館(来民) 146‐4455

感動したり、頑張ろうと
思う時はどんな時ですか
○家庭では甘えています
が、お友だちの世話をし
たり、楽しく遊んだよう
すを聞いたとき
○身の回りの事を、大人が
言わなくても自分からで
きるようになってきてい
ることに気づいたとき

どんな子どもに育ってほし
いですか
○最後まであきらめないで
頑張る子
○優しく人を思いやれる子
○損得でなく進んで誰かの
ために動くことができる子
○何事にも興味や関心を持
ってのびのびとできる子
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▲みんないい汗をかき、子どもたちには
思い出に残る作業になると思います

▲完成した壁画をバックに

17 2009.6.1 広報やまが

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課広
報やまが「読者の広場」まで

投
稿

投
稿

投
稿

投
稿

水
源
地
に
壁
画
を
描
い
て

鹿
本
高
校
３
年
　
小
柳
　
妙
子
さ
ん

山
鹿
市
水
道
局
の
方
に
依
頼
さ
れ

て
、
方
保
田
水
源
池
の
タ
ン
ク
に
私
た

ち
鹿
本
高
校
の
生
徒
が
絵
を
描
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、

美
術
部
で
い
く
つ
か
デ
ザ
イ
ン
を
出
し

合
っ
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か
私
の
デ
ザ

イ
ン
が
壁
画
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
き
な
壁
画
を
た
く
さ
ん
の
人
数
で

描
く
と
い
う
こ
と
は
、
普
段
一
人
で
作

品
を
作
る
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と

で
し
た
。
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
、
お
互

い
に
意
思
疎
通
し
て
一
つ
の
こ
と
に
向

か
っ
て
頑
張
る
こ
と
の
難
し
さ
、
ま
た
、

そ
れ
を
達
成
し
た
時
の
感
動
を
学
ん
だ

壁
画
の
作
成
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ
で
壁
画
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完

成
ま
で
に
は
、
水
道
局
の
方
々
、
先
生

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
支
え

て
い
た
だ
き
と
て
も
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
壁
画
で
少
し
で
も
地
域
の
皆

さ
ん
に
、
水
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

不
動
岩
展
望
広
場
内
の
植
樹
祭

蒲
生
区
長

さ
る
３
月
20
日
に
、
不
動
岩
展
望
所

一
帯
で
熊
本
県
地
域
振
興
局
主
催
に
よ

る
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
帯
は
、
九
州
自
然
歩
道
の
コ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
地
元
蒲
生
区
を
は
じ

め
、
三
玉
小
児
童
、
渕
上
県
議
な
ど
総

勢
約
50
人
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
つ
つ
じ
」
100
本
を
植
え
込
み
ま
し
た
。

風
光
明
媚
な
不
動
岩
一
帯
の
環
境
整

備
と
共
に
、
三
玉
小
児
童
に
よ
る
自
然

愛
護
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

山
鹿
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

綾
部
　
勝
一
さ
ん

山
鹿
市
の
子
ど
も
た
ち
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
専

門
的
な
知
識
・
技
術
や
精
神
の
向
上
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
部
員
募
集
中
で
す
。
練

習
の
見
学
や
体
験
入
部
し
た
い
方
は
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

対
象u

小
学
生
〜
中
学
生

練
習
日u

週
３
日

場
所u

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
山
鹿
市
総
合
体
育
館

…
指
導
者
　
綾
部

1
０
９
０
‐
７
１
６
４
‐
４
３
９
４

「
ゆ
か
た
着
付
け
を
無
料
で
」

山
野
流
着
装
教
室
　
中
野
　
征
子
さ
ん

上
林
　
志
保
さ
ん

も
う
す
ぐ
夏
。

今
年
は
自
分
で
ゆ
か
た
を
着
ま
せ
ん

か
。
習
っ
て
み
れ
ば
す
ご
く
簡
単
で
す
。

み
ん
な
、
ゆ
か
た
姿
で
灯
籠
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時u

６
月
か
ら
灯
籠
祭
り
ま
で
の

木
・
土
・
日(

う
ち
２
回
ま
で)

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
の
間

場
所u

熊
入
町
（
自
宅
）

内
容u

一
回
二
時
間
程
度
で
ゆ
か
た
の

着
付
け
を
き
ち
ん
と
教
え
ま
す

※
ゆ
か
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

…
山
野
流
着
装
教
室

奥
伝
講
師
　
中
野
征
子

1
44
‐
６
６
７
４

あ
い
さ
つ
を
あ
り
が
と
う

鹿
本
町
来
民
　
青
木
　
美
恵
子
さ
ん

山
鹿
に
転
居
し
て
早
８
年
に
入
り
ま

す
が
、
ま
だ
ご
近
所
の
方
々
の
お
顔
を

は
っ
き
り
と
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い

で
い
る
始
末
で
す
。

家
の
そ
ば
が
中
学
生
の
通
学
路
で
す

の
で
、
登
下
校
の
時
は
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

た
と
え
、
後
ろ
を
向
い
て
い
て
も
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
私
の
よ
う
な
老
人
と

し
て
は
、
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

通
学
さ
れ
る
度
に
お
声
を
か
け
て
も

ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
勉
学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

投
稿

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

JJJJ uuuu nnnn eeee

６６ 月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

農
業
委
員
会
が
窓
口
と
な
っ
て
、
農

地
の
売
買
や
貸
借
な
ど
の
希
望
に
つ
い

て
情
報
を
収
集
し
、
担
い
手
農
家
や
新

規
就
農
者
へ
の
農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行

っ
て
い
ま
す
。
農
地
を
売
り
た
い
・
買

い
た
い
、
ま
た
は
、
貸
し
た
い
・
借
り

た
い
と
い
う
意
向
を
お
持
ち
の
方
、
手

続
き
な
ど
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…
農
業
委
員
会
事
務
局
　

1
43
‐
１
６
１
４

今
年
金
婚
を
お
迎
え

の
方
の
調
査
を
左
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

該
当
す
る
方u

昭
和
34
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
ま
た
は
同
居

し
、
満
50
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦

申
込
方
法u

○
山
鹿
・
鹿
北
・
菊
鹿
地
区
の
方

嘱
託
員
ま
た
は
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

申
し
込
み

○
鹿
本
・
鹿
央
地
区
の
方

各
総
合
支
所
へ
直
接
申
し
込
み

受
付
期
間u

６
月
１
日
B
〜
７
月
７
日
C

…
い
き
が
い
推
進
課
　

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

1
32
‐
３
１
１
１
（
鹿
北
）

1
48
‐
３
１
１
１
（
菊
鹿
）

1
46
‐
３
１
１
２
（
鹿
本
）

1
36
‐
３
１
１
４
（
鹿
央
）

農
地
を
売
買
・
貸
借
し
た
い

方
へ

金
婚
夫
婦
該
当
者
調
査

経
済
セ
ン
サ
ス
・
基
礎
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
合
せ

問
合
せ

現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
の
確

認
の
た
め
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
受
付
を
下
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
届
出
が
な
い
と
、

手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

q
印
鑑

w
保
険
証(

受
給
者
及
び
児
童
の
も
の)

e
通
知
書

※
現
況
届
用
紙
は
会
場
に
準
備
し
て
い

ま
す
。

【
今
年
１
月
２
日
以
降
に
山
鹿
市
に
転

入
さ
れ
た
方
】

q
〜
e
以
外
に
、
平
成
21
年
度
の
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

今
年
１
月
１
日
時
点
の
住
所
地
の
市
町

村
役
場
よ
り
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課

1
43
‐
１
５
１
４

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

（
上
記
記
載
）

児
童
手
当
の
現
況
届

本 庁
鹿北総合支所
菊鹿総合支所
鹿本総合支所
鹿央総合支所

山鹿地区
鹿北地区
菊鹿地区
鹿本地区
鹿央地区

受付日u６月11日E・12日F

時間u９：００～19：００　　　

児童手当の現況届　受付日程表

１階会議室
市民生活課
市民生活課
市民生活課
市民生活課

【
調
査
期
日
７
月
１
日
】

調
査
対
象u

市
内
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業

調
査
内
容u

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
開
設
時

期
、
従
業
員
数
、
事
業
の
種
類
・
形
態

な
ど

調
査
目
的u

今
回
の
調
査
は
、
事
業
所
お
よ
び
企

業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
調
査
し
、
す

べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
従
業
者
規

模
等
の
基
本
的
構
造
を
全
国
的
お
よ
び

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

各
種
統
計
調
査
実
施
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
お
よ
び

企
業
に
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
に
か
け
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票

を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

※
「
統
計
法
」
に
よ
り
、
調
査
票
の
記

入
内
容
が
他
に
漏
れ
た
り
、
調
査
結

果
が
統
計
以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

…
企
画
課
　

1
43
‐
１
１
１
４

問
合
せ

問
合
せ

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
平

成
23
年
７
月
ま
で
に
終
了
し
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
完
全
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

地
デ
ジ(

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送)

を
視
聴

す
る
に
は
、
テ
レ
ビ
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ

ー
の
買
い
替
え
や
、
場
合
に
よ
り
ア
ン

テ
ナ
工
事
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
地
デ
ジ
移
行
に
乗
じ
て
、
架
空
の

工
事
料
金
や
加
入
負
担
金
を
請
求
す
る

と
い
っ
た
詐
欺
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
デ
ジ
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
と
情
報
を
得
て
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
。

【
山
鹿
市
中
央
公
民
館
】

日
時u

６
月
18
日
E
・
20
日
G

午
後
２
時
〜
４
時
〜
６
時
半
〜

６
月
19
日
F
・
21
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
〜
４
時
〜

【
鹿
北
公
民
館
・
菊
鹿
公
民
館
】

日
時u

６
月
16
日
C
・
17
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
〜
４
時
〜

【
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
・
鹿
本
生
涯

学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」】

日
時u

６
月
18
日
E
・
19
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
〜
４
時
〜

○
出
前
講
座

地
域
の
皆
さ
ん
、
各
種
団
体
な
ど
の

集
ま
り
に
も
出
向
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

…
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

1
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

市
情
報
企
画
課

1
43
‐
７
５
５
７

問
合
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に

関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て

水水水水道道道道週週週週間間間間　　　　６６６６月月月月１１１１日日日日BBBB～～～～７７７７日日日日AAAA

水道は私たちの快適な暮らしや、まちのいろいろな
活動を支える大切な施設です。
朝、安心してコップ１杯の水が飲める幸せが次世代

まで続くよう、大切に使いましょう！

「おいしいね　この水未来に　いつまでも」

★★
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熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局
が
管
轄

し
て
い
ま
す
山
鹿
市
、
植
木
町
の
会

社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
事
務
は
、
７

月
６
日
B
か
ら
熊
本
地
方
法
務
局
法
人

登
記
部
門
で
取
り
扱
い
ま
す
。

な
お
、
以
下
の
事
務
に
つ
い
て
は
、

山
鹿
支
局
で
引
続
き
取
り
扱
い
ま
す
。

○
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
お

よ
び
印
鑑
証
明
書
の
発
行

○
会
社
・
法
人
の
印
鑑
カ
ー
ド
の
発
行

（
再
発
行
）

○
会
社
・
法
人
の
電
子
署
名
の
届
出

※
取
扱
庁
の
変
更
に
伴
い
、
必
要
と
な

る
登
記
申
請
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
印
鑑
カ
ー
ド
は
、

そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

※
不
動
産
登
記
事
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
取
扱
い
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
熊
本
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

1
096
‐
364
‐
２
１
４
５

熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

1
44
‐
２
４
１
１

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
の
日
」

会
社
・
法
人
登
記
の
取
扱
庁
が

変
わ
り
ま
す

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
ま
す

熊
本
県
で
は
、
民
間
の
戸
建
て
木
造

住
宅
の
耐
震
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、

耐
震
診
断
を
希
望
す
る
民
間
の
戸
建
て

木
造
住
宅
へ
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
、
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
に
関

す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、
既

存
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
性
能
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅u

県
内
の
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
た
戸
建
木
造
住
宅

（
平
成
21
年
度
予
定
戸
数
　
120
戸
）

申
込
開
始u

６
月
１
日
B
〜

費
用u

２
、
０
０
０
円
（
１
件
当
た
り
）

※
同
一
所
有
者
の
申
込
み
は
１
回
の
み

※
受
付
は
先
着
順
に
行
い
ま
す

…
6
熊
本
県
建
築
士
事
務
所
協
会
事
務
局

1
096
‐
371
‐
２
４
３
３

問
合
せ

★

相談は無料ですのでお気軽にお越しく
ださい。事前にご連絡ください。
日時u毎週月・火・木・金曜日

午前９時～午後４時
場所u本庁福祉課
内容u児童、母子やＤＶについての相談

…福祉課　1４３‐１１６７

家庭児童相談・婦人相談 ★

問合せ

日
時u

毎
週
水
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
半
受
付

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

…
い
き
が
い
推
進
課
　

1
43
‐
０
０
５
２

問
合
せ

障
が
い
者
・
児
相
談

日
時u

６
月
11
日
E
・
25
日
E

午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
総
合
支
所

…
菊
鹿
総
合
支
所
市
民
生
活
課
　

1
48
‐
３
１
１
１

問
合
せ

障
が
い
者
・
児
ふ
れ
あ
い
相
談

相相
　　
談談

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
11
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

身
体
障
が
い
者(

児)

に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
事
前
に
予

約
が
必
要
な
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
25
日
E

正
午
〜
午
後
２
時
受
付

場
所u

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容u

補
装
具
に
関
す
る
相
談

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
関
す
る
相
談

…
い
き
が
い
推
進
課

1
43
‐
０
０
５
２

身
体
障
が
い
者(

児)巡
回
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所u

６
月
10
日
D
・
24
日
D

市
役
所
１
階
　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
３
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
10
日
D

e
法
律
相
談u

６
月
17
日
D
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

６
月
２
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
９
日
C

e
警
察
相
談u

６
月
16
日
C
要
予
約
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

６
月
１
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
８
日
B

e
心
の
悩
み
相
談u

６
月
15
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
５
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
12
日
F

e
消
費
生
活
相
談u

６
月
19
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
協
山
鹿
支
所

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

６
月
４
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
11
日
E

e
司
法
相
談u

６
月
18
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

心
配
ご
と
相
談

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
11
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所u

鹿
北
公
民
館

…
鹿
北
総
合
支
所

1
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

問
合
せ

問
合
せ

★

日時u６月11日E（要予約）
14：00～16：00

場所u山鹿保健所
嘱託医u山鹿回生病院

…山鹿保健所
1４４‐４１２１

精神保健相談 ★

問合せ

困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
山
鹿
市
人
権
擁
護
委
員
名
簿
】

山
鹿
地
区u

藤
森
　
純
也
　
1
43
‐
３
５
５
７

近
藤
　
安
隆
　
1
43
‐
６
５
４
７

野
満
　
孝
子
　
1
43
‐
３
６
３
８

松
江
　
和
子
　
1
43
‐
３
７
９
６

鹿
北
地
区u

古
川
　
芳
史
　
1
32
‐
４
０
８
８

石
貫
　
若
継
　
1
32
‐
２
６
１
８

菊
鹿
地
区u

東
　
　
正
隆
　
1
48
‐
３
８
３
７

原
口
　
嗣
春
　
1
48
‐
９
９
２
７

鹿
本
地
区u

萩
尾
　
一
寿
　
1
46
‐
２
９
３
８

田
中
佐
和
子
　
1
46
‐
４
６
０
９

鹿
央
地
区u

廣
瀬
　
文
江
　
1
36
‐
２
４
１
３

小
山
　
　
洋
　
1
36
‐
２
８
３
４

…
人
権
啓
発
課1

43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
は
、
来
春
新

規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企
業
等

を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
申
込
み

か
ら
選
考
、
採
用
、
受
入
れ
に
至
る
諸

手
続
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

新
卒
者
を
雇
用
す
る
場
合
、
原
則
と

し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
の
申
込
み

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
採
用
責
任
者
の
方
は
こ
の
説
明

会
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、

多
数
の
企
業
等
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時u

６
月
11
日
E

午
後
２
時
〜
４
時

場
所u

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
就
職
支
援
部
門

1
24
‐
８
６
２
６

平
成
22
年
３
月
新
卒
者
対
象

求
人
受
理
説
明
会

定額給付金・子育て応援特別手当
定額給付金と子育て応援特別手当（該当する世帯）の申請書（請

求書）の提出期限は、10月８日Eまでとなっています。
基準日（２月１日現在）に山鹿市に住民登録がある方に給付され

るもので、原則として世帯主本人が申請を行うこととなっています。
まだ申請が済んでいない方は、お早めに手続きをしてください。
なお、給付金・手当は、交付決定通知が届いてから振り込まれます。
【定額給付金】 …定額給付金対策室　143‐１６０５
【子育て応援特別手当】…子育て支援課　143‐１５１４

★★

問合せ

問
合
せ



21 2009.6.1 広報やまが 広報やまが　2009.6.1 20

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
ー
マ
市
】

姉
妹
都
市
で
あ
る
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ク
ー
マ
市
」
か
ら
高
校
生
が
訪
問

し
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

受
入
相
手u

ク
ー
マ
市
高
校
生
（
16
人
）

期
間u

８
月
13
日
E
〜
18
日
C

…
姉
妹
都
市
ク
ー
マ
市
交
流
実
行
委
員

会
事
務
局
（
企
画
課
内
）

1
43
‐
１
１
１
４

【
中
国
・
無
錫
市
】

夏
休
み
期
間
中
に
中
国
の
無
錫
市
大

橋
中
学
校
よ
り
中
学
生
が
訪
問
し
ま

す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
山
鹿
国
際
交
流
協
会
員
の
募

集
も
行
っ
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
に
関

心
の
あ
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
入
相
手u

無
錫
市
中
学
生
（
24
人
）

期
間u

７
月
31
日
F
〜
８
月
３
日
B

…
山
鹿
国
際
交
流
協
会(

会
長：

堀)

1
44
‐
５
０
５
４

企
画
課
　
　
　
　
1
43
‐
１
１
１
４

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
方

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

申
込
・
問
合
せ

私
た
ち
農
事
組
合
法
人
立
山
農
産

は
、「
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
事
業
」
の
モ

デ
ル
実
証
団
体
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
農
業
の
営
み
に
つ
い

て
「
作
る
と
こ
ろ
か
ら
食
べ
る
と
こ
ろ

ま
で
」
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
自
然
の

力
や
そ
れ
を
生
か
す
工
夫
を
学
び
、
ま

た
生
産
・
収
穫
の
苦
労
や
喜
び
、
食
べ

物
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
親
子
、
グ
ル
ー

プ
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。（
年
齢
不
問
）

対
象u

農
業
に
興
味
の
あ
る
方

場
所u

蒲
生
付
近
の
田

取
り
組
み
予
定u

(

土
・
日
曜
に
開
催)

７
月
　
田
植
え

９
月
　
野
菜
植
え

10
月
　
稲
刈
り
・
芋
掘
り
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

11
月
　
山
鹿
産
業
祭
に
て
出
店
販
売

12
月
　
野
菜
の
収
穫

参
加
費u

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
時
に

１
人
　
１
、
０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
は
500
円
）

定
員u

40
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
締
切u

６
月
15
日
B

…
農
事
組
合
法
人
立
山
農
産
（
立
山
）

1
０
９
０
‐
９
４
７
６
‐
８
７
１
０

1
41
‐
３
１
５
４

農
業
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
！

(

農
林
水
産
省
補
助
事
業)

募募
　　
集集

茶
畑
で
葉
を
摘
ん
で
、
手
も
み
し
て

つ
く
り
ま
す
。
ご
家
族
・
お
友
だ
ち
を

誘
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時u

６
月
14
日
A

午
前
９
時
受
付

受
付
場
所u

木
遊
館

募
集
人
員u

約
15
人
（
完
全
予
約
制
）

参
加
料u

大
人
２
、
０
０
０
円

※
家
族
参
加
の
場
合

プ
ラ
ス
　
大
人
　
　
１
、
５
０
０
円

小
学
生
以
下
　
８
０
０
円

（
体
験
料
・
昼
食
代
込
み
）

…
木
遊
館

1
32
‐
２
１
５
０

お
茶
摘
み
体
験
と

手
揉
み
茶
作
り
に
挑
戦
！

山
鹿
市
の
歴
史
の
原
点
・
方
保
田
東

原
遺
跡
で
、
古
代
ロ
マ
ン
を
掘
り
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
遺
跡
の
意
義
や
考
古

学
の
基
礎
知
識
・
技
術
を
学
び
、
本
格

的
な
発
掘
調
査
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

日
程u

７
月
10
日
F
・
24
日
F

８
月
７
日
F
・
21
日
F

午
後
１
時
半
〜
３
時

※
全
４
回
の
講
座
を
受
講
し
た
方
は
、

９
月
の
発
掘
調
査
体
験
に
参
加
で
き

ま
す
。
な
お
、
一
日
体
験
コ
ー
ス
も

９
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
場u

出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

（
方
保
田
128
番
地
）

受
講
料u

無
料

募
集
人
数u

20
人(

多
数
の
場
合
抽
選)

募
集
締
切u

６
月
19
日
F

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

1
46
‐
５
５
１
２

方
保
田
東
原
遺
跡

「
発
掘
た
い
け
ん
隊
」
養
成
講
座

申
込
・
問
合
せ

市民プール監視員募集
期間u６月20日G～８月31日B

対象年齢u16～60歳
募集人員u10人程度
募集締切u６月30日C（定員になり次第締切）
※電話連絡後、履歴書(写真添付)を持参して
ください。その後、面接により採用します。

市民プールオープンU

一足早く夏を先取り！
日時u６月20日G 10：00～
場所u山鹿市民プール　

…九州綜合サービス
1０９６‐３６６‐３７７０

楽しい夏を過ごしましょうV★ ★

申込・問合せ

申
込
・
問
合
せ

受
験
資
格u

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
程
度u

高
校
卒
業
程
度

職
種u

行
政
事
務
・
税
務
・
機
械
　
等

受
付
期
間u

６
月
23
日
C
〜
30
日
C

（
通
信
日
付
印
有
効
）

第
一
次
試
験u

９
月
６
日
A

※
詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
採
用
情
報
ナ
ビ
）
ま
た
は
、
人
事

院
各
地
方
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

…
人
事
院
九
州
事
務
局

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11
‐
１

1
092
‐
431
‐
７
７
３
３

国
家
公
務
員
採
用
3
種
試
験

の
実
施
に
つ
い
て

対
象
者u

小
学
生

日
時u

７
月
24
日
F
・
８
月
21
日
F

12
月
25
日
F
・
３
月
26
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
２
時(

４
回)

※
初
回
の
み
午
前
９
時
〜

テ
ー
マu

あ
つ
ま
れ
元
気
に
や
せ
た
い

小
学
生
「
肥
満
症
の
基
礎
知
識
及
び

合
併
症
と
治
療
法
に
関
す
る
学
習
」

内
容u

運
動
療
法
・
食
事
療
法
・
行
動

療
法
・
検
査(

７
月
）

な
ど

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

…
熊
本
再
春
荘
病
院

東
１
病
棟
　
島
津
智
之
医
師

病
棟
師
長
　
緒
方
公
子

1
096
‐
242
‐
１
０
０
０

（
内
線
５
０
０
）

小
児
肥
満
教
室

あ
つ
ま
れ
元
気
に
や
せ
た
い
小
学
生

日
時u

７
月
７
日
C
〜
９
日
E

午
後
８
時
〜(

最
終
日
は
決
勝)

場
所u

菊
鹿
多
目
的
研
修
集
会
施
設

参
加
料u

１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円

申
込
締
切u

６
月
22
日
B

※
参
加
が
48
チ
ー
ム
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法u

用
紙
に
、
チ
ー
ム
名
・
代

表
者
名
・
電
話
番
号
を
記
載
し

Ｆ
A
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

抽
選u

６
月
29
日
B
午
後
８
時
〜

菊
鹿
公
民
館

※
常
時
女
性
が
２
人
以
上
出
場

…
菊
鹿
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
協
会
事
務
局

5
48
‐
２
５
９
１

男
女
混
合
　
菊
鹿
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

日
時u

８
月
31
日
B

会
場u

熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格u

中
学
校
卒
業
程
度
で
飲
食

店
や
給
食
施
設
等
で
２
年

以
上
の
調
理
実
務
経
験

願
書
受
付u

６
月
15
日
B
〜
19
日
F

願
書
配
布u

山
鹿
保
健
所
、
健
康
増
進
課(

山
鹿
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

、
各
総
合
支
所

提
出
先u

山
鹿
保
健
所

…
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
096
‐
333
‐
２
２
５
２

山
鹿
保
健
所

1
44
‐
４
１
２
１

平
成
21
年
度
調
理
師
試
験

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

技
術
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対

象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を

目
的
と
し
た
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
資
格u

次
の
q
〜
y
を
す
べ
て
満
た
す
人

q
就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後
す
ぐ
に

仕
事
に
就
き
た
い
人
w
雇
用
保
険
受
給
の

対
象
外
で
あ
る
人
e
全
日
程
出
席
で
き
る

人
r
熊
本
県
内
在
住
t
現
在
学
生
で
は

な
い
人
y
過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン
タ

ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い
な
い
人

【
介
護
員
技
術
講
習
会
】

内
容u

６
月
下
旬
〜
８
月
下
旬
、
昼
間

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

受
講
料u

無
料
（
教
材
費
・
保
険
料
と

し
て
１
万
５
千
円
程
度
必
要
）

定
員u

20
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

申
込
日
時u

６
月
２
日
C
・
３
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
場
所u

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア

【
パ
ソ
コ
ンExcel(

表
計
算)

技
術
講
習
会
】

内
容u

７
月
下
旬
〜
８
月
下
旬
、
昼
間

パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の
検
定
試
験
実
施

受
講
料u

無
料
（
教
材
費
・
検
定
料
と

し
て
１
万
２
千
円
程
度
必
要
）

定
員u

20
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

申
込
日
時u

６
月
30
日
C
・
７
月
１
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
場
所u

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア

…
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
355
‐
４
３
０
９

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

自らの健康状態や生活習慣病の予防方法を学ぶ
講座です。家庭や地域で生かしてみませんか？
対象u山鹿市在住の方
場所u山鹿健康福祉センター
期間u７月～翌年２月(全８回) ９：30～13：00
募集人数u30人（定員になり次第締切）
受講料u無料　　※調理実習時に米0.5合持参
申込締切u７月10日F（電話で申込みください）

…健康増進課　1４３‐００５０

開催日
７月24日F

８月20日E

９月17日E

10月15日E

11月12日E

12月17日E

１月21日E

２月18日E

内　　容
開講式
山鹿市の健康づくりについて
健康づくりのための食生活
子どもの健康と食育
健康づくりのための運動と休養
食生活改善推進員とは？/お正月料理
自分の身体を知ろう(健康診断の結果から)
閉講式

平成21年度ヘルスメイト(食生活改善推進員)養成講座 ★★

申込・問合せ



献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

場
所
と
日
時u

q
山
鹿
市
役
所

６
月
24
日
D

午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

w
鹿
本
生
涯
学
習
健
康
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

６
月
25
日
E

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

…
健
康
増
進
課1

43
‐
０
０
５
０

23 2009.6.1 広報やまが 広報やまが　2009.6.1 22

入札結果の報告（４月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

４/７
４/７
４/７

鹿北複合施設改修工事
鹿北複合施設電気設備改修工事
鹿北複合施設機械設備改修工事

鹿北町四丁地内
鹿北町四丁地内
鹿北町四丁地内

稲葉・富田・芋生共同企業体
2中原・富田共同企業体
誠工社山鹿・城設備共同企業体

210,000,000
86,835,000
88,200,000

※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

６月

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

日
時u

６
月
18
日
E

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

あ
な
た
の
『

年
金
』

大
丈
夫
？

社
会
保
険
労
務
士
　
國
本
和
壽
子

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館
　
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

開催日 行　事　名 時間 料金

午前
日中
－

日中

夜間

日中

夜間

日中

関係者
無料
－

有料

有料

無料

無料

無料

６日G

７日A

10日D

14日A

18日E

21日A

27日G

28日A

家庭教育講演会（仮）
秀峰堂娟峰吟詠会　温習会
休館日
坂本大次郎
デビュー10周年記念コンサート
米国空軍太平洋音楽隊
パシフィック　トレンズ
'09 和み　（日本舞踊イベント）
あじさいの花教室
（公民館クラッシックギター講座）
平成21年度　民謡真田流　ゆかた会

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k橋本隆齋近作展
出逢いの風景など油彩で描く
期間u６月１日B～15日Bまで

k須賀幾男とゆかいな仲間展
四季の風景、静物を水彩で描く
期間u６月16日C～30日Cまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

日
時u

６
月
21
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
で
心
の
幸
せ
を
学
び

ま
す
。…

熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
集
い

７日A

14日A

21日A

28日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時６
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

横手医院／中川医院／幸村医院
大橋通クリニック／まえはら泌尿器科クリニック
藤原クリニック／大山産婦人科医院
桑木内科／きくか松岡クリニック

営業時間：午前９時～午後５時

岩下薬局
岩下薬局
江上薬局大橋通店
岩下薬局

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
・

ね
ず
み
の
す
も
う
」

人
形
劇
団
む
す
び
座

日
時u

６
月
７
日
A
午
後
７
時
開
演

場
所u

鹿
本
生
涯
学
習
・

健
康
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

内
容u

「
み
や
に
し
た
つ
や
」
さ
ん
の

大
人
気
絵
本
『
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
シ

リ
ー
ズ
』
が
人
形
劇
に
な
り
ま
し
た
！

せ
つ
な
く
も
心
あ
た
た
ま
る
お
話
で
す
。

入
場
料u

会
員
は
無
料
（
入
会
随
時
）

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

市
民
の
方
々
へ
向
け
た
公
開
講
座
で

す
。
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場
所u

九
州
看
護
福
祉
大
学
（
玉
名
市
）

聴
講
料u

無
料

○
６
月
６
日
G
午
前
10
時
半
〜
正
午

演
題u

発
達
障
害
と
い
う
生
き
方

講
師u

水
間
宗
幸(

本
学
専
任
講
師)

○
６
月
13
日
G
午
前
10
時
半
〜
正
午

演
題u

社
会
保
障
と
い
う
考
え
方

〜
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
生
活
保
護
〜

講
師u

河
谷
は
る
み(

本
学
専
任
講
師)

○
６
月
20
日
G
午
前
10
時
半
〜
正
午

演
題u

児
童
虐
待
と
多
問
題
家
族

〜
児
童
擁
護
施
設
か
ら
見
る

夫
婦
関
係
〜

講
師u

上
石
隆
雄(

本
学
准
教
授)

○
６
月
27
日
G
午
前
10
時
半
〜
正
午

演
題u

数
『
楽
』
の
す
す
め

〜
暮
ら
し
の
中
の
数
学
〜

講
師u

森
　
信
之(

本
学
教
授)

○
７
月
４
日
G
午
前
10
時
半
〜
正
午

演
題u

熊
本
県
の
地
域
福
祉

〜think
globally

act
locally

の

視
点
か
ら
地
域
福
祉
先
進
県
と

し
て
の
地
域
福
祉
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
る
〜

講
師u

佐
藤
林
正(

本
学
教
授)

…
九
州
看
護
福
祉
大
学
公
開
講
座
委
員
会

1
０
９
６
８
‐
75
‐
１
８
０
０

公
開
講
座
に
来
て
み
ま
せ
ん
か

問
合
せ

古民家　百花堂（上町） 時間u10：00～17：00
※お問い合せは下記まで
1０９０‐３１９２‐２３９１（NOA）
1０９０‐９５６４‐６３６５（すみれ）

kやまがハンドメイド日和VOL３
コットン・リネンの洋服、布小物、アクセサリー、書、
グリーン、石けんなどハンドメイドの品が並びます。
ゆったりとした空間を過ごしにおいでください。
期間u６月５日F・６日Gまで

問
合
せ

仕仕仕仕事事事事のののの相相相相談談談談ははははおおおお気気気気軽軽軽軽にににに・山鹿市地域職業相談室
k一　般
q正・准看護師　15万円～ w保育士　14万7千円　e経理責
任者　20万円～　r事務員　12万7千円～ t営業員　14万円
～　y調理員　12万3千円～ uカウンタースタッフ　16万8
千円～　i交通誘導員　11万4千円～　oタクシー乗務員
7万8千円～　!04ｔ車乗務員　15万円～　!1長距離運転手　25
万円～ !2部品検査　8万2千円～　 !3食品加工　12万3千円
!4土木作業員　17万5千円～

kパート
q正・准看護師　時給800円～　w介護職員 時給750円　eホ
ームヘルパー　時給650円　 r事務員　時給650円～　t販売
員　時給693円～　yホールスタッフ　時給800円～　u調理員
時給680円～　iレストランスタッフ　時給800円　
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採用済みの
場合もあります。職業相談室は、勤労青少年ホーム１階（市役
所裏中央公民館となり）です。 1４３‐１７２４

催催
　　
しし

共共共共同同同同参参参参画画画画 新たな社会の パスワード

６月23日Cから29日Bまでの一週間は「男女共同参画週
間」です。男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭
で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社
会」の実現のために、一人ひとりの取り組みが必要です。
私たちの周りの男女のパートナーシップについて、この

機会に考えてみませんか？
…企画課男女共同参画推進室　　1４３‐１１１４

★★

問合せ

日
時u

10
月
25
日
A

会
場(

予
定)u

熊
本
学
園
大
学

熊
本
大
学

受
験
資
格u

原
則
と
し
て
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年

（
一
部
10
年
）
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
人

試
験
案
内
の
配
布
期
間u

６
月
15
日
B
〜
７
月
17
日
F

願
書
配
布u

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

受
付
期
間u
７
月
６
日
B
〜
17
日
F

（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

…
社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会
　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
322
‐
８
０
７
７

平
成
21
年
度
熊
本
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

申
込
・
問
合
せ
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R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください。

 

 

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん大大大大募募募募集集集集！！！！

芹川　偉咲
いさき

ちゃん
（H20.５.18生れ）
下永野（菊鹿）

Qパパ・ママからのメッセージ
やんちゃ坊主だけど甘えん坊
の偉咲。
元気で優しい子に育ってくれ
るといいなU

Qパパ・ママからのメッセージ
叶美の笑顔がパパとママの元
気の源です。

廣瀬　叶美
かなみ

ちゃん
（H19.11.16生れ）

杉（山鹿）

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報

Qパパ・ママからのメッセージ
元気いっぱいで２人で微笑み
あっている姿はパパ・ママの
パワーの源です。いつまでも
仲良く優しい姉妹になってねQ

木村　陽菜
はるな

ちゃん(右）
（H18.２.８生れ）

颯香
そよか

ちゃん(左)
（H20.９.２生れ）
千田（鹿央）

「「「「６６６６月月月月はははは食食食食育育育育月月月月間間間間」」」」です！

平成21年度各種がん検診(集団)日程について集団予防接種
kポリオ（生後３～90か月未満）
日時と場所u
６月10日D 山鹿健康福祉センター
６月17日D 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
受付時間uいづれも13：45～14：45
※生後６カ月児未満で、ＢＣＧ接種が済んでいないお子
さんは、先にＢＣＧを済ませてください。
※三種混合１期初回を１回でも受けられているお子さん
は、３回済ませてからお越しください。
※予防接種を受けるときは、必ず保護者が同伴してくだ
さい。（同伴できない場合は、委任状が必要です。）

お口の健康、大丈夫ですか？
歯歯歯歯の衛生週間 ～無料歯科健診～

鹿本郡市歯科医師会では、歯の衛生週間に合わせて、無
料歯科健診を開催します。
体をつくってくれる食べ物、おいしくいただいています

か？食べ物の入り口は「口」であり、しっかりかむことで
栄養をよりよく吸収してくれます。生活を心豊かにするお
しゃべりや笑いも「お口の健康」があってこそです。
日頃の歯のお手入れの方法やお口の中のチェック等、お口
の中の健康をこの機会を利用して振り返ってみませんか？
日時u６月６日G 受付時間　14：00～15：30
場所u山鹿健康福祉センター
対象者u山鹿市在住の方（子どもからお年寄りまで）
内容u歯科医師による無料歯科健診及び歯科相談

希望者へのフッ素塗布・ブラッシング指導

現代は、多くの人がいつでも食べたいものを食べられる
豊かな社会になりましたが、一方で食卓を囲む事の大切さ
や、食が心と体における元気の源であることなどがないが
しろにされてはいないでしょうか。
健康で豊かな人間性を育み、生き生きとした人生を送るた

めには乳幼児期から小、中、高等学校期を経て青壮年、そし
て高齢期にいたるまで、それぞれのライフステージに応じた
取り組みをすすめることが重要です。「食」の大切さをみん
なで考え、できるところから食育に取り組みましょう。
１．食を大切にする心を持ち、楽しみながらおいしく食事
をしましょう

２．食事バランスガイドを活用して、主食・副菜・主菜を
適量で、組み合わせてたべましょう

３．朝ごはんを食べましょう
４．外食や中食（惣菜・弁当等）を利用するときは、栄養
成分表示を参考にして選びましょう

５．地産地消に心がけ、地域の食文化を大切にしましょう
【くまもと２１食生活指針】

菊鹿

山鹿

鹿北
鹿本
鹿央

検診時期
６月８日B～13日G

６月15日B～20日G

６月22日B・24日D～27日G

６月29日B

８月７日F～８日G

８月10日B～14日F

７月21日C～24日F

７月27日B～８月１日G

８月３日B～６日E

検 診会場
ひまわり館
山鹿健康福祉センター

山鹿市総合体育館

山鹿健康福祉センター

鹿北体育館
ひだまり
鹿央多目的研修センター

今年度は、各種がん検診(集団)が６月から始まります！
まだ申込みされていない方で、ご希望の方は健康増進課
までご連絡ください。（健康増進課　1４３‐００５０）

日 月 火 水 木 金 土土土土

19 20

13

２

27

５

18171615

1211

2625242322

３ ６

８７

１ ４

10９

3029

14

21

28

【山健福】 山鹿健康福祉センター
【ひだまり】 鹿本生涯学習・健康セ

ンターひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
ひまわり館

【鹿央研セ】 鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】 鹿北老人福祉センター

無料歯科健診
14:00～15:30

受付
【山健福】

母子健康手帳交付
13:30～15:00受付

【ひだまり】
育児相談 9:30～
11:00 【ひだまり】

１歳６か月児健診
（山鹿(大道・三玉を
除く)・鹿北・鹿央、
19年10月生) 13:30～
14:00受付【山健福】

母子健康手帳交付
13:30～16:00受付

【山健福】

母子健康手帳交付
13:30～16:00受付

【山健福】

母子健康手帳交付
13:30～16:00受付

【山健福】
育児相談 9:30～
11:00  【鹿央研セ】

母子健康手帳交付
13:30～16:00受付

【山健福】
育児相談 9:30～
11:00  【ひまわり館】

７・８か月児健診
（山鹿(三玉を除く)・
鹿北・鹿央、20年10
月生) 13:30～14:00受
付 【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊
鹿・鹿本、19年10
月生) 13:30～14:00
受付　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊
鹿・鹿本、18年2月
生) 13:30～14:00受
付　　【ひだまり】

３・４か月児健診
（山鹿(三玉を除く)・
鹿北・鹿央、21年2
月生) 13:30～14:00受
付 【山健福】

ポリオ
13:45～14:45受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
13:30～16:00受付

【山健福】
育児相談9:30～11:00
【山健福・鹿北老福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
20年10月・21年2月
生)13:30～14:00受付

【ひだまり】

ポリオ
13:45～14:45受付

【山健福】

３歳児健診
（山鹿(大道・三玉を
除く)・鹿北・鹿央、
18年2月生) 13:30～
14:00受付【山健福】

健健康康カカレレンンダダーー ６
場所の省略表記

Vol.２

関節リウマチ（リウマチ）は薬物治療が主体となります。
私が研修医の時（約15年前）は薬剤で痛みを和らげることがで
きても骨破壊が進行し、関節変形や生活の不自由を来してしま
うのが大部分でした。ところが今これがコントロール可能なも
のとなりました。
診断が確定したら、早期に薬物治療が必要です。発症１～２

年以内に的確な治療を行えば、治癒も可能です。まずは既存の
抗リウマチ薬を肺炎など重篤な副作用に注意しながら使用し、
３カ月様子を見ても効果がなければ薬の変更を考えます。７割
の患者の方はこれでコントロール可能で、不能な場合は生物学
的製剤も考えます。
生物学的製剤の登場により多くの患者の方が２～４週間で症

関節リウマチの早期診断と
積極的な治療の必要性について

山鹿市立病院　
整形外科・リハビリ
テーション科長

清家　一郎

状改善。10年ぶりに楽になったと言われる方もいます。骨破
壊抑制も可能となりました。早期から使用すれば薬をやめる
ことも可能です。
私は早期および進行した患者の方に生物学的製剤を投与し

ましたが、ほぼ全例に安全に継続投与できました。生物学的
製剤に限らずリウマチ治療は日ごろからの患者教育、感染症
対策につきると考えます。
「適切な薬剤を、適切な時期に、適切な患者の方に」使用

することが必要です。
関節の腫れ・痛み、朝のこわばりがある方がいらっしゃい

ましたらぜひご相談ください。
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◆市◇民◆文◇芸◆

【
短
　
歌
】

山
鹿
石
人
短
歌
会

四
月
例
会

富
田
豊
子
選
・
監
修

病
床
の
吾
の
無
聊
ぶ
り
ょ
う

も
見
透
す
や
軒
に
下
り
し

蜘
蛛
は
動
か
ず
　
　
　
　
　
　
皆
本
　
幸
子

幼
な
名
で
呼
び
合
ふ
友
の
今
は
無
く
わ
が
古

里
も
他
郷
の
如
し
　
　
　
　
　
後
藤
シ
キ
エ
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一
応
は
椿
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と
書
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添
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妹
の
緋
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届
く
　
　
　
　
　
　
友
枝
　
英
子

鹿
央
短
歌
会
　
四
月
作
品
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日
さ
す
今
日
サ
ン
ル
ー
ム
の
暖
か
さ
怪
我

せ
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足
を
伸
ば
し
て
休
む
　
　
上
野
い
づ
子

杉
植
ゑ
て
七
年
経
て
ど
間
枯
れ
あ
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四
年
生

苗
四
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植
う
　
　
　
　
　
　
井
手
　
幸
子

蕗
や
芹
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も
ぎ
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ら
の
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た
し
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取
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れ
り
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妙
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本
短
歌
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四
月
例
会

照
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映
ゆ
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桜
あ
ふ
げ
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空
の
向
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よ

り
見
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ゐ
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人
よ
　
　
　
　
　
大
友
　
清
子
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れ
咲
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桜
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明
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人
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に
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佇
つ
　
　
　
　
北
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た
き

花
散
ら
す
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も
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げ
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花
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持
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と
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今
村
久
美
子

鹿
北
短
歌
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五
月
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柳
揺
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水
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下
り
つ
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唄
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歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
牟
田
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春
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舞
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ま
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つ
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ま
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た
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げ
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何
話
し
い
む
　
　
　
　
　
田
中
　
和
子

菊
鹿
短
歌
会
　
四
月
作
品

四
月
振
り
に
帰
り
来
た
れ
り
庭
隅
に
こ
ぼ
れ

種
に
咲
く
花
の
名
知
ら
ず
　
　
森
田
　
洋
子

花
冷
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に
桜
の
命
も
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が
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へ
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上
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朝
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和
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手
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つ
子

幾
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も
越
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て
着
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た
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雲
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の
い
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だ
き
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白
し
　
　
　
　
　
　
富
田
　
龍
子

【
俳
　
句
】

鹿
本
俳
句
教
室
　
四
月
例
会

利
光
釈
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選
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の
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木
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小
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水
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岡
中
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桜
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っ
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花
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で
　
や
っ
ぱ
税
務
署
見
逃
さ
ん
　
　
　

竹
下
　
賀
正

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

四
月
例
会
　
　

伊
藤
　
元
選

打
ち
忘
れ
　
き
の
う
は
な
ん
ば
し
た
ろ
う
か

山
本
　
凡
太

早
さ
早
さ
　
網
の
上
に
は
ね
ぎ
ば
か
り

森
山
　
旬
彩

早
さ
早
さ
　
栓
も
せ
ん
う
ち
ひ
ん
呑
ま
す

西
牟
田
端
水

４月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿　古閑　貴裕さんQ有冨　香織さん

江藤　将太さんQ伊藤　千尋さん
北原　健次さんQ田代　絵美さん

三　岳　中嶋　勇太さんQ松田　朋枝さん
三　玉　緒方　誠志さんQ中嶋　　希さん
鹿　北

岩　野　太田黒雄飛さんQ平野加奈子さん
菊　鹿
城　北 坂本　龍広さんQ今村　友美さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿　富田　健生
けんせい

さん　徳丸　陽介
ようすけ

さん
坂元　勇斗

は や と

さん　坂口　遼太
りょうた

さん
大森慶次郎

けい じ ろ う

さん　中満　咲楽
さ ら

さん
南木　陽翔

は る と

さん　松井　琉月
りゅうき

さん
川野　佳文

よしふみ

さん　　
米　田 廣瀬　　新

あらた

さん　坂本明佳音
あ か ね

さん
坂元　美心

み こ と

さん　上村　心桜
み お

さん
八　幡 本田　大空

そ ら

さん
三　岳　堤　　心愛

こ こ な

さん　楠野　勝矢
しょうや

さん
三　玉　河村　悠清

ゆうしん

さん
大　道 尾方　美咲

み さ き

さん　坂井　咲月
さ つ き

さん
矢野　清春

きよはる

さん　佐々　怜南
れ い な

さん
栗原　英春

ひではる

さん
鹿　北
広　見 中島　凛久

り く

さん　石貫　湊雅
そ う が

さん
菊　鹿
内　田 富田　淳心

じゅんしん

さん　久武　春輝
は る き

さん
鹿　本
来　民 甲田　夕釉

ゆ ず ゆ

さん　古賀　さやさん
田中　彩優

さ ゆ

さん　松村　吉花
き っ か

さん
今坂　姫莉

ひ ま り

さん
稲　田　津留優志郎

ゆう し ろ う

さん
中　富　石田　稟人

り ん と

さん　福島　和駿
かずとし

さん
本田琴都乃

こ と の

さん
鹿　央
千　田 櫻井統志朗

とう し ろ う

さん　廣瀬　永麿
と う ま

さん
山　内　菊川　　諒

りょう

さん

◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿　黒川　延弘さん(71) 荒木　義介さん(79)
亀田　民子さん(61) 池田　耕喜さん(86)
皆本　智紀さん(０) 西山　基次さん(79)
中村ミチ子さん(78) 麻生　昭生さん(80)
坂本イツ子さん(93) 福山　　深さん(75)

米　田　星乃スミコさん(88) 澤井　良藏さん(71)
菊光　睦子さん(62)

川　辺　大渕　敬子さん(77)
八　幡 舩津ミツ子さん(99)
平小城 山下シオルさん(86)
三　玉　下瀬　義 さん(86) 池田キヨメさん(94)

坂ノ下明人さん(57)
大　道 若杉トメ さん(95) 片田オワキさん(86)

前川　一英さん(72) 金津　孝子さん(82)
鹿　北

岳　間　佐藤　　孝さん(75) 岩橋　�弘さん(57)
岩　野　小原　　章さん(81) 野中　正治さん(83)

岩橋クニカさん(84) 草野　文恵さん(42)
月脚タミ子さん(89)

広　見　稲葉　文吉さん(87) 中島マスエさん(84)
菊　鹿

内　田 内田　静代さん(76) 吉里モモヨさん(99)
六　郷 迫　　一人さん(94) 石川　秋�さん(74) 
城　北 �丸　イシさん(90) 元田シズコさん(95)
鹿　本
来　民 角田ハルヱさん(89) 宗　　可澄さん(77)

井上　幸助さん(64)

稲　田　大渕シズ子さん(91) 工藤カミヲさん(90)
中　富　田中美智男さん(81) 浜武　�子さん(92)
鹿　央

千　田 城　　節子さん(79) 金森　久子さん(84)
廣岡　弓夫さん(76) 岡本ミユキさん(77)

米野岳 栗原　　學さん(71)
山　内 森　　知里さん(85)

※４月中の届出受付分を掲載しています

《Pacific Trends iｎ　八千代座》
国際親善を目的に演奏活動を行っている米国

空軍所属のプロの演奏家グループによるコンサ
ート。ポップやロック、カントリー音楽とあら
ゆる年代の方にお楽しみいただけます。
日時u６月18日E 開場18：00・開演19：00
入場料u一般　1,500円　　高校生以下　500円

《八千代座　夏の狂言会》
国指定重要無形文化財総合指定保持者
狂言師　野村万禄主宰

昨年に引き続き「野村万禄の会」による狂言
の公演です。伝統芸能の笑いをたっぷりと！
日時u７月20日- 開場13：00・開演14：00 
入場料u一般　2,000円　　高校生以下　無料

…八千代座　　　1４４‐４００４

八千代座初夏の公演案内 ★★

問合せ



ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています

■人口と世帯

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

編編
集集
後後
記記

Q
「
１
、
０
８
３
円
」。
こ
の
金
額
は
、
あ
る
飲

料
メ
ー
カ
ー
が
働
く
女
性(

26
〜
44
歳)

に
「
あ

と
１
時
間
寝
る
た
め
に
払
っ
て
も
よ
い
金
額

は
？
」
と
尋
ね
た
回
答
の
平
均
金
額
で
す
。

こ
の
金
額
が
高
い
の
か
、
安
い
か
…
、
朝
の

貴
重
な
時
間
を
、
皆
さ
ん
な
ら
い
く
ら
払
っ

て
あ
と
１
時
間
眠
っ
て
い
た
い
で
す
か
？

Q
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
他
人
事
で
は

な
く
、
不
安
が
募
っ
て
き
て
い
ま
す
。
正
し

い
手
洗
い
の
徹
底(

30
秒
が
目
安)
や
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
が
厚
生
労
働
省
の
感
染
予
防
策
と

な
っ
て
い
ま
す
。
過
剰
な
反
応
を
せ
ず
、
正

確
な
情
報
で
正
し
く
判
断
し
ま
し
ょ
う
。(

か)

P
取
材
で
困
っ
た
の
１
つ
山
登
り(

八
方
ヶ
岳)

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
休
み
や
す

み
登
っ
て
、
何
と
か
山
頂
に
着
い
た
時
の
眺

め
は
最
高
で
し
た
。

P
途
中
か
ら
一
緒
に
な
り
登
っ
た
方
は
、「
世

界
中
の
山
に
登
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、
八

方
ヶ
岳
の
特
徴
や
山
の
登
り
方
な
ど
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
頂
い
た
あ
め
が
と
て
も

お
い
し
く
、
ま
た
、
１
人
で
登
る
よ
り
も
誰

か
と
一
緒
に
登
る
と
疲
れ
が
少
な
い
の
は
不

思
議
な
も
の
で
す
。

(

卓)

広報やまが　2009.6.1 28

■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日発行）

人口　　57,935（＋ 35）
男　　27,338（＋ 12）
女　　30,597（＋ 23）
世帯数　21,025（＋ 52）
４月末現在（前月末比）

期
間：

平
成
21
年
５
月
20
日
D
か
ら
６
月
30
日
C
ま
で

～～～～ 普普普普 段段段段 かかかか らららら 、、、、 いいいい ざざざざ とととと いいいい うううう 時時時時 のののの たたたた めめめめ にににに ～～～～
梅雨、台風時期を前に、日ごろから避難場所、避難経路など家族や地域で確認し合うとともに、降雨時にはテレビなどの
気象情報に十分注意をしましょう。

上記のような危険信号を感じたら、農林振興課または熊本県鹿本地域振興局林務課まで連絡してください。もし、災害が

起こったら、すぐ１１０番、１１９番へ通報し、避難して下さい。

…農林振興課　　　　　　　　　　�４３－１５５６　　　　　　　　　　
熊本県鹿本地域振興局林務課　　�４４－２２６５

問合せ




